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　繊維産業は，素材部門に当る紡糸・繰り糸を担う川上部門，織・編・染色などの川中部門，そ

れにアパレル・縫製に代表される川下部門の加工段階による3つの分野の業種で構成されると言

われている。

　繊維産業は，戦後間もない頃から戦前「在華紡」として展開した綿紡績資本が，国内過剰資本

対策を背景に中南米に進出したのを最初に，60年代に入るとタイなどの外資導入策を契機に東

南アジア地域に展開した。そして，60年代後半からは，台湾・韓国などに設置された輸出加工

区に合繊などの二次加工部門などが大々的展開を成した。80年代に入ると，国内の労働力不

足，中でもキツイ・汚い・危険という3K労働分野における労働力不足から，アパレル縫製業の

中国生産が加速していった。このアパレノレ縫製業の中国生産の先陣を切ったのが岐阜のアパレル

縫製業であつた。

　繊維産業は，このように労働集約的であるため安価な労働力を活用する途上国型の，衰退産業

として特徴づけられることが多い。川下をアパレル縫製に注目し過ぎるとそのようなイメージを

拭えないが，繊維の川下分野は，自動車部品や航空機の複合構造材，ハイテク産業資材などの非

衣料用として幅広く使用されている。アパレル縫製が川下部門の中心に位置づけられた繊維産業

と違い，この非衣料分野の産業資材として，また川下分野としてもつ繊維産業は，アメリカに次

ぐ付加価値額を誇っている。特に，国内需要の3分の2（数量べ一ス）が非衣料用を占める合繊

は，新しい機能を付与することができるので，衣料用を含めた新素材としての開発が期待される
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繊維である。このほかハイテク分野とも関連し，自動車や航空機の複合構造材としての今後の開

発が期待される炭素繊維も存在する，こうした川ヒの繊維素材分野の繊維技術は世界的に屈指の

水準を誇っており，しかもこうした分野を含め非衣料分野が今日3分の2を占めている繊維産業

の現実は，衰退産業というイメージとは違っていることを強調しておきたいD，北京オリンピッ

クの水泳において，日本の選手までがこぞってSpeed社の水着着用を迫られたことは，このよ

うな世界一を誇るハイテク繊維技術を持っていながらアパレルなどの川下分野への応用が遅れて

いる日本の開発力の現実を見せ付けたようにも思われる。

　ところで2年程前から衣料の販売不振がはじまり，雑誌でも“衣料大恐慌”“衣料全滅”と

いった特集が組まれる程昨年秋から深刻化している．r販売革新』2008年8月号で対前年同月比

割れがはじまった時期を業態別に見ると，百貨店が2006年夏から，量販店が2006年春から，郊

外SCが2007年秋からである、昨年秋以降だけでも，ユニクロを除けば，百貨店，スーパー

に，しまむら，良品計画，ライトオンなど，いずれも対前年比割れが，月によって1割以上の落

ち込みで，深刻度を増してきている．

【1】　岐阜県繊維産業の発展の特徴とその縮小

1．岐阜県繊維産業の発展の特徴

　岐阜県では，江戸時代から羽島方面の木曾川の堆積台地において茶や桑とともに繭づくりが盛

んで，木曾川を挟んで対岸に広がる愛知の一宮や尾西地域と並んで生糸や棉が生産されてきた。

したがって岐阜では，南部の綿，美濃縞，佐波耕などや，丹波や滋賀の長浜の縮緬と並び称さ

れた岐阜縮緬などが発展していた、加えて大垣を中心とする西美濃地域においては，揖斐川・長

良IIIや地下水などの豊富な水と揖斐川電力によって，大正初期に近代的工業としての繊維工業の

誘致の成功を契機に，大垣だけに限っても昭和10年までに21の繊維関連工場が操業した。

　戦前の西美濃の三大工場と呼ばれたのは，大正3年操業の鐘淵紡績大垣工場（後藤紡績として操

業，その後東洋毛織，東京毛織，合同毛織なとの変遷を経てaff・f【］11ffに鐘淵紡績），大正4年操業の大日本

紡績大垣工場（摂津紡績大垣け易として操業、大IE　6年尼ヶ崎紡績とk併し大H本紡績＝ユニチカ），大正11

年操業の中央毛糸紡績であった，

　また愛知県の旧尾西市や一宮市を中心に羽島郡など一部岐阜県を含む木曾川沿岸は，西陣と並

ぶ織物産地を形成し，全国の毛織物生産量の9割近くを占めてきた2）、

　以E概観したように，岐阜県は江戸時代から綿や，絹織物，耕などの織物が盛んであったとこ

ろに尾州産地の一角を担って毛織物が展開，他方，大垣を中心とする県の西濃地域では紡績など

の繊維工業の著しい展開を見た。この西濃工業の中心を形成した繊維工場は，戦後になると合成

繊維技術の発展により合成繊維工場として再編・展開したが，近年，縮小・閉鎖の道を辿って
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いった．

　他方戦後では，国鉄岐阜駅前に古着を商う“ノ・ルピン街＝バラック建商店街”から，既製服を

中心とする岐阜アパレル縫製業が岐阜市を中心に発展し，東京・大阪に次ぐ一大産地を形成して

いった。

　こうして岐阜県は，川上部門（紡糸・繰り糸），川中部門（織・染色），などを担う繊維工業に加

え，アパレル縫製といった川下部門を備えた繊維産業が展開した全国有数の地域であった。

2．岐阜県繊維産業の縮小

　戦前から展開した紡糸・繰り糸部門や織・染色などのテキスタイル部門，それに二次製品であ

るアパレル縫製業など川上・川中・川下部門をもつ岐阜の繊維産業は，戦後の合繊技術の発展の

なかで川上部門の再編を迎え，その後次第に縮小の道を辿った。また産地を形成したテキスタイ

ルやアパレル縫製などの分野も受注単価の下落，輸入品との競合，海外生産，労働力の相対的不

足，経営者や従業員の高齢化等の事情から近年縮小の一途を辿ってきた。

　繊維産業と言っても，前節で触れたように高分子化学に基礎を置く化学繊維分野は，自動車・

電機・医療などの分野に幅広く応用されており，この分野に関連した西濃地域の繊維工業は活発

な事業を展開している。だが，そうした分野を除いて，旧来からの川ヒ・川中部門を担ってきた

紡績・製糸・ねん糸や織・染色などの川中部門を担ってきた繊維工業は，著しい縮小を余儀なく

されてきた（表一1）。

　事業所統計によれば，1980年代半ばに3，535ヵ所あった事業所が2001年に約40％の1、408事

業所，2006年に約28％の946事業所に，従業員数で30，347ノ＼がそれぞれ約369’oの11、012人，

約25％の7、594人に激減している。県内の戦前・戦後展開した大規模な繊維工業はほぼ姿を消

し，今ではその跡地が大型商業施設となっているのは全国共通した風景である。

　ところで，戦後産地を形成し，1970年代のオイル・ショックなど厳しい状況をかいくぐり，80

年代を通じて順調に発展してきた岐阜アパレルも，バブル崩壊後の90年代以降は縮小方向に向

かい，今や産地としての存続すら困難な状況に追い込まれている：1）、

　アパレル産業は，製品の企画・デザイン・販売を行うアパレル企業依服・身の回り品卸売業）とア

パレル企業から受注し，裁断・縫製を行う縫製加工業（衣服・その他の繊糸鰺品1製造業）から成る、

　縫製加工業に関係する事業所数・従業者数の推移を，順調に発展した1980年代半ばと中国生

産をほぼ展開し終えた2001年，県内の産地が厳しい状況となる2006年との比較で見ると，事業

所数が5、699から約610／oの3、468へ，さらに2006年には約389％）の2、184，また従業者数では

1986年の36、608人が約50％の18，391人，2006年には約35％の12、759人に減少した、縫製加

工業関係の倒産・廃業は，80年代半ばから事業所数，従業者数のいずれもが3分の1に激減し

てしまった。

　次に，岐阜アパレル企業を「衣服・身の回り品卸売業」で見ると，アパレル企業も1986年か
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表一1　岐阜県繊維産業〔製造業〕の事業所数・従業者数の推移

S61年（1986年）　H3年（1991年） H13年（2001年） H18年（2006年）
1事業所数1従業者数｛事業所数1従業者数L　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

★繊　維　エ　業　　　　　　　　　　1　3，535　30，3471　2，9031　25，272　　1，408　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

11，012 946 7，594

製　糸　業
8
1
　
　
1
5
8
．

7 1551　　　　2 4 1 2

．紡　績　業 104　　11、ア20 79 8，6291　　33 2，021 21 846

｜ねん糸製造業　　　　　　　　　　　　　　8001　　2、625‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　‘

639．　　　　2，064　　　　　　337 1，250 222 824

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘内　織　物　業　　　　　　　　　　　　　　1、万6！　　6、6501　　L437．　　5、4371　　6531　　2、656　　　411　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
1，786

ニット生地製造業 32312299．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

290　　　　2、150i 70！
・4・1

48 232

訳 染色整理業　　　　　　　　　　　　　　1　　　188
i　　　　　　　　　　　‘
　　3、889i　　　　　　　　　　　3、756　　　　　　　160

‘

11・12359 92 1，984

綱・網製造業　　　　　　　　　　　　｜　　　　4 7i　　　　4 ll 4 26 3 25

レース・繊維製品製造業　　　　　　　　　61 i 290i　　　55 　｛239　　　　29
　」

100 20 76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他の繊維工業　　　　　　　　　　　　271　　2、ア091 232，
　　　　ユ．831‘　　　　　　1ア0　　　　　　‘

2，156 128 1，819

★衣服・その他の繊維製品製造業　　　　　　“99　3“08i　“66　3“68i　　あ468 18，391 2，184 12，759

織物製外衣・シャツ製造業　　　　　，※4、867※32、052i※4，746、※31、637 2569 14，075 1，510 9，191

ニット製外衣・シャッ製造業　　　　，　　　※．　　　※ ※ ※ 25 669 62 557

内． 下着類製造業 ※ ※　． ※ ※ 15 83 7 52

毛皮製衣服・繊維製身の回り品製造業1 321　　　648　　　　28 470　　　　13 111 ※※ ※※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

訳　和装製品・足袋製造業　　　　　　　1　　※※　　※※　　※※‘　　※※　　　24 96 19 48

iその他の衣服・繊維製身の回り品製造業！※※132i※※830　※※126．※※750‘　　　92 464 92 532

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
その他の繊維製品製造業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　658 　　　　　　　‘3、078　　　　　　766i　　　　3，811　　　　　　670 2，898 494 2，379

　※　日本標準産業分類第ll回改定による分類に従った，昭和61年及び平成3年の中・小・細分類では，「外衣製造業
　　（和式を除く）」と「シャツ・下着製造業（和式をのぞく）」が，11回改定では「織物製外衣・シャツ製造業」，「ニッ

　　ト製外衣・シャツ製造業一，「下着類製造業」に分類されたので．合計して計上した．

※※　昭和61年及び平成3年では，帽子製造業の項目があるが．平成13年では「その他の衣服・繊維製身の回り品製

　　造業」の項目に含められたので昭和61年及び平成3年も「その他の衣服・繊維製身の回り品製造業」の中に集計し

　　た，「和装製品・足袋製造業」は，昭和61年及び平成3年については「その他の衣服・繊維製身の回り品製造業」の

　　中に含められ，項目がない．「毛皮製衣服・繊維製身の回り品製造業」は，平成18年では「その他の衣服・繊維製身

　　の回り品製造業」の細項目になっている、

〔資料〕　事業所・企業統計調査

【出所】　昭和62年度，平成5年度，平成17年度，平成19年度『岐阜県統計書』より作成。

ら2001年及び2006年までの問に事業所数でそれぞれ1，703事業所から1，254事業所，987事業

所へ，従業者数でそれぞれ11，895人から9，318人，8，123人へ縮小している俵一2）。

　だがその減少が，縫製加工業の減少と比較するとそれ程でもないのは，アパレノレ企業は，80

年代末以降中国生産ないし委託生産した製品を輸入する製造卸に転じ，生き残りをかけたことに

よるものと思われる。このことは，減っているとは言え卸売業の製品販売額が依然高いことにも

示されている。

　岐阜の繊維産業は，縮小したとは言え90年代半ばまでは，県内最大の産業の位置を占めてき

た。1994年の工業統計では，繊維の製品出荷額約5、600億円，アパレル企業の「衣服・身の回り

品卸売業」出荷額約6，500億円，「繊維品卸売業」約1、700億円を合計すると岐阜県の繊維産業

は，約1，4兆円の出荷額となり，県内最大の産業としての位置にあった。紡糸・繰り糸，テキス
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表一2　岐阜県繊維産業〔商業〕の事業所数・従業者数の推移

S61年（1986年） H3年（1991年） H13年（2001年） H18年（2006年）

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数　従業者数

★繊維・衣類等卸売業 1，997
　　　！14，147；　　2，032　　　‘　　　　　　　　i 正6，150， 1，412 1q65♂　122219，054

繊維品卸売業　　　　　　　　　　　i　　294
｝

2252　268：2み1　　15811，332　　1351　931　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

内
訳
衣服・身の回り品卸売業

i　　1，703
U，895 1、764　　13，709 　　　　　　　11、254　　　　　9，3181　　　　　　9871　　　　8，123

★織物・衣服・身の回り品小売業 4，777 14，576 4，778 15，467 3，734 12，837　　　　3，317．　　　12．521

呉服・服地・寝具小売業　　　　　　1　　1，202 4，031 1，〔〕77 3，671 　　　758
｛

　　‘2574 602 L959

男子服小売業
．　　　749

2」88 696 2．2521　　1 472． L591 418 1，514内
　
　
　
訳

婦人・子供服小売業
1

1527．
5、147　L790！　　　　　　　．

5、865ミ1558！5、48ア‘1ぷ0‘己960　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

！　　527：靴・履物小売業　　　　　　　　　　l　　　　　　L3391　　426　　1223‘　　289　　　916　　　241　　　834

その他の織物・衣服・身の回り品小売業1　　772　　L871　　　789　　2、456　　　6571　　2269．　　576 2，254

〔資料〕　事業所・企業統計調査

【出所】　昭和62年度，平成5年度，平成17年度，平成19年度『岐阜県統計書』より作成，

　　　　　　　　　　　　　　表一3　岐阜県繊維産業〔製造業〕の製造出荷額

S61年（1986年） H4年（1992年） H18年（2006年）

事業所数 従業者数
製造品出荷額

　（万円）
事業所数 従業者数

製造品出荷額

　（万円）

事業画従業甜1製造品出荷額　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　（万円）

繊維工業 3，359 28，427 41，228，213 2，671 22，144 41，913，530 241 6、186　　13288、362

衣服・その他の

繊維製品製造業
5，452 33，011

　　　　　i

27，158、9791　5260
　　　　　i

‘　3L433 35，276，607

　　1

660　　　　7，022　；　　　　6284，016

計 8，811　61，438
　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　i　　　77，190，137　　　　　901　1　　13，208　　　　19，572，37868，387，192　　　　7，931　　　53，577

（注）従業員3人以下は含まれない。

〔資料〕　工業統計調査

【出所】　昭和62年度，平成5年度，平成19年度『岐阜県統計書』より作成，

　　　　　　　　　表一4　岐阜県繊維産業〔繊維・衣服等卸売業〕（商業）の年間商品販売額

S60年（1985年）　　　l　　　　H3年（1991年） H14年（2002年）

事業所数 従業者数
年間商品販売額

　　（万円）
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〔資料〕　商業統計調査

【出所】　昭和62年度，平成5年度， 平成19年度『岐阜県統計書』より作成。

タイノレなどの分野の急激な縮小からその製造出荷額は減少しているものの（表一3，表一4），2002年

の「衣服・身の回り品卸売業」出荷額は約4、900億円，「繊維品卸売業」出荷額が約750億円で

ある。

　岐阜アパレル企業は，戦後国鉄岐阜駅前に誕生し，その後岐阜繊維問屋街を形成し，発展して
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表一5　JR岐阜駅前問屋街　（社）岐阜ファッション産業連合会・会員数推移
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（注）　会員数のドの（）の中の数字は多店舗会員数

【出所】　岐阜市商1：観光部フアッション産業活性化室提供資料

　　　　　　　　　　表一6　JR岐阜駅前問屋街空き店舗状況

東部地区

　　　　1中部地区1西部地区

　　　　i

　　　　1計（C）1対前年　　　　！　　　　｜

　　空き店舗率
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（※D　空き店舗とは．空いている事か確認できる区切りを1店舗としている．

（÷こ）　空き地は空き店舗としていない

（※3）店舗は閉鎖されたが．ファッション関係以外のビルが建っていたり，再開発の

　　計画対象となっている店舗は空き店舗としてカウントしていない．

（注）A、Bの数値はそれぞれ上掲表一5中のA，　Bの数値を指す

【出所】　岐阜市商1：観光部ファッション産業活性化室提供資料

いった，その問屋街のアパレル企業を会員とする（社）岐阜ファッション産業連合会の会員数も，

これまで述べてきた状況から，業績不振による倒産・廃業が相次ぎ，平成10年（1998年）から平

　22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　6



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜のアパレル縫製業の現状と課題（岩坂）

成19年（2〔｝07年）までの10年間だけでも731会員から半数以下の353会員（東部地区275会員

一
108会員，中部地区183会員→90会員，西部地区273会員一155会員：他地域への移転も含む）に激減し，

その減少傾向も歯止めがかからない状況である俵一5）。会員企業の減少とも関連して駅前問屋街

の空き店舗も依然増加傾向にある（表一6）。岐阜駅周辺区再開発計画によって2007年10月にタ

ワー43が駅前に完成した。再開発の進展によっては，空き店舗にファッション産業以外の業種

が入居・参入の可能性も高く，駅前問屋街が益々様変わりしていくことが予想される、

【II】　岐阜アパレル縫製業の中国生産と“産地”崩壊の危機

1．岐阜アパレル縫製業の中国生産

　岐阜県の繊維産業の全体的構造の特徴を述べてきたが，以下では中小零細企業がその構成の主

体を成す産地の問題を検討したい。

　岐阜の産地という場合，一宮，尾西地域の毛織物産地の一角を成した羽島郡，岐阜駅前を中心

に岐阜・笠松・関など周辺地域に広がったアパレノレ産地，関の刃物，多治見・土岐の窯業，高山

の木工団地などが存在する，現在では主たる生産が中国などに移ってめっきり減少してしまった

が，岐阜市伊奈波山周辺の岐阜ちょうちんなどもかつては産地と呼べたのかも知れない，

　いずれにせよ産地は，工同一製品ないしその類似品の生産・販売をしていること，2経営主

体の殆どが中小企業，3地理的に特定地域に集中・立地，雀外部の大手企業でなく，殆どが地

場の企業で経営されていること，5地産地消のような地場消費が主体でなく，製品は地域外に

販売されていること，6地域内で社会的分業が成立していること，7当該地域の歴史と伝統に

裏付けられていること，8概して地域ブランドが成立していること，などの特徴をもつ旦

　岐阜アパレル産地が，産地ブランドとして成立しているのかという問題はあるが，この産地を

存亡の危機に追い込んだ最大の要因は，80年代半ば以降開始された岐阜アパレル縫製業の中国

展開である。岐阜アパレル縫製業の海外展開は，海外製品の流入との深刻な競合から開始された

ということではない。

　海外製品，中でも特に中国製衣料との厳しい競合関係が生まれたのは，岐阜・愛知二名岐地区

のアパレル縫製業が大量に中国での生産を展開したことによって，現地に進出した日本企業同士

による生産条件の引き下げが起きた90年代末以降の話である．1980年代半ばから1990年代末

までの中国に進出した岐阜アパレノレ縫製業の中国生産の状況は，日本の工賃で受注し，中国の生

産条件で生産が可能な段階であった。日本の工賃と中国の工賃との相当の差額がチャージマージ

ンとして，岐阜の企業に生まれていた。しかし，初期進出企業の成功は，彩しい数の名岐地区同

業者による生産の中国化を生み出すことになった。中国に進出した企業は，それまで県内で生産

していた規模をはるかに上回る大ロットの生産・委託生産を行うため，それは次第に進出企業同
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士の生産条件引き下げを誘発していった。その結果2000年には，中国の工賃が，日本の工賃水

準となってしまう程に国内の工賃水準の低下を引き起こし，日本と中国での工賃格差がチャージ

マージンとしては出なくなる事態に突入していった5）。したがって，岐阜アパレル産地が海外製

品の流入と競合という場合，より正確な表現では，この段階でのブーメラン的特質からくる受注

単価の切り下げに伴い，産地生産の継続の困難として顕在化した事態を意味している。

　次に，産地の存続に著しい困難をもたらした岐阜アパレノレ縫製業の中国生産について触れてお

こう。

　アパレルを含む繊維の労働集約的二次加工分野は，1960年代以降，台湾・韓国などの輸出加

工区を中心に海外生産を活発化させていった。1965年高雄加工区，71年台中加工区，72年楠梓

加工区など台湾に設置された加工区の中心的産業は，日本の労働集約的な電子と衣装（ニット，

編物類）が殆どであった。台湾の成功から馬山加工区（輸出自由地域）を設置した韓国でも，その

進出企業数の約3分の1は日本の繊維関係であった。台湾・韓国の加工区での生産は，カッター

シャッ，メリヤスシャツ，ジャケット類，女性物下着類，紳士用スラックスなどであった。より

岐阜の産地と競合するような紳士服，紳士用スラックスなどの生産が韓国で始まってはいた。当

時の加工区で生産される製品との価格面での競合は，底流にあったとは言え，婦人物が圧倒的割

合を占める岐阜の産地にあっては，しかもその市場が拡大途上にあったため，80年代ではそれ

程の脅威にはならなかった。

　岐阜アパレノレ縫製企業の進出地域として最初に選ばれた地域は，上海，上海に隣接する長江の

対岸で古くから織物・染色の産地集積でもあった南通，サンテイ衣料が進出した長江沿岸の湖北

省黄石市などであった。

　アパレノレ縫製業は，80年代半ば以降大挙して中国に進出した。注目すべきは，その大半を中

小の縫製業者が占めていることである。中でも最も早くから積極的に進出したのは名岐地区（愛

知・岐阜）の中小縫製企業であった。第1号は，1985年，湖北省黄石市に進出した刃物の産地で

も有名な関市のサンテイ衣料（株）であった。このサンテイ衣料（株）の後に，同じ関市の中小縫製

企業である三輪縫製（株）（トワ・ンド），櫻井縫製（株），大須賀ソーイング（株）（2004年倒産）が続

き，これら先発組の成功が後の数多くの中小縫製業者の中国シフトを喚起することとなった。

　2005年8月末現在，中国で操業する名岐地区のアパレル縫製業は，（株）リサーチセンターの

調べによれば279社（ミシン関係は除外）である俵一7）。岐阜県の企業が178社，愛知県企業が

101社。この279社の半数近くは90年代半ばまでに進出した。また2000年以降も進出が増加す

る傾向にある。進出地域は，上海市のほか，南通市，昆山市，通州市，蘇州市，常州市などを擁

する江蘇省や，漸江省，山東省などに集中している（表一8）。同社による1994年末現在の調査で

は，1985年から1994年末までの10年間で進出した中国日系繊維企業は，アパレル縫製業が131

社，生地や附属品などの周辺産業が32社，合計163社であった。2002年末現在の調査（221社

〔ミシン関係は除外〕，岐阜県の企業が143社，愛知県企業が78社）の進出企業数とこれを比較すると，94

年末現在で調査した85年から94年末まで進出した企業のなかで，少なくとも44社，つまり進
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岐阜のアパレル縫製業の現状と課題（岩坂）

表一7　名・岐地区アパレル縫製企業の中国進出状況（2005年8月末現在）

1985 ］986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2GO1 2002 20G3 2004 2005 不明 合計

岐阜県 2 0 3 2 1 5 14 12 14 21 10 10 6 2 2 15 10 13 5 11 17 3 178

愛知県 1 0 1 2 1 2 4 14 10 10 10 2 5 2 2 3 7 5 6 10 4
一
101

合　計， 3 0 4 4 2 7 18 26 24 31 20 12 11 4 4 18 17 18 11
　　！
21121　　． 3

　
1

279

（注）　進出数は，『2003年版』の中国工場数に『2005年版』で明らかになった2002～2005年半ばまでの間に新たに進出

　　した工場・企業数を追加したものである．したがって，大須賀ソーイング（株）のような2003年以降倒産・撤退した

　　工場も少なからず含まれている，『2005年版』の調査は2005年3月～8月に実施されたものである。
【出所】　（株）リサーチセンターr中国日系繊維企業2003年版』（2003年5月），r同2005年版』（2005年11月）から作成。

表一8　名・岐地区アパレル縫製企業の海外進出（2005年8月末現在）

年度 進出企業名（A：合弁　Bl独資）（注1）（注3） 件 数 進出国・地域

岐 （株）サンテイA，（株）サンテイ（サンエヌ）A 2 湖北省黄石市2
85 3
名 日本ハイモ工業（株）A 1 江蘇省南通市1

岐 一
0

一86 0
名
一

θ
一

87
岐
（株）サンテイ　（サンドラ）A，櫻井縫製・（株）サンテイ・（株）三

輪縫製A（注2），大須賀ソーイング（株）A
3
4
江蘇省南通市1，上海市2

名 タジマ工業N 1 上海市1

岐 大須賀ソーイング（株）B，（株）トアロンドA 2 江蘇省蘇州市1，江蘇省南通市1
88 4
名 豊島（株）・セイコー産業A，中興郡産冨田・蝶理（株）A 2 上海市1，大連市1

岐 カワボウ（株）A 1 北京市1
89 2
名 冨田（株）・室谷・中興郡産冨田A 1 江蘇省昆山市1

90
岐
（株）サンテイ（サンドラ）A，（株）創作A，（株）ファッションホ

ンダ・（株）サンテイA，（株）ミツワ・（株）飛馬A，岐阜武A
5
7

上海市2，江蘇省通州市1，江蘇
省南通市1，江蘇省昆山市1

名 伊藤既製服（株）・イトウソーイングA，光洋毛糸N 2 江蘇省通州市1，上海市1

〔株）アオ・兼松B，荒井（株）・木村衣料B，ウスイコーポレー 江蘇省南通市3，広東省深訓市2，

ション（株）A，エステートティエスA，（株）エンヤB，（株）小 江蘇省昆山市2，上海市3，湖北
岐 島衣料A，サンワイA，（株）トワロンドA，二幸（株）A，（株） 14 省黄石市1，江蘇省蘇州市2，，江

91 ファッションサンコーA，ミマス香港B，（株）美山衣料A，（株） 18 西省南昌市1

ユニオンB，（株）ロックスB

名
名古屋商事（株）A，モード被服A，モリリン（株）B，冨田（株）・

中興郡産冨田A
4

江蘇省昆山市1，江蘇省南通市1，

香港1，上海市1

（株）アスメックスA，ウィンディクスB，（株）奥田縫製・住友商 江蘇省昆山市1，広東省深洲市1，

事・二幸（株）A，スター産業（株）A，二幸（株）・美都アバレル 上海市5，湖北省黄石市1，江蘇

岐
A，二幸（株）・ラブリークイーン・（株）ムトー衣料A，（株）ミツ

ワA，（株）三木毛織B，湯峰ソーイング（株）A，ヨシヤス（株）
12 省南通市1，江蘇省錫山市1，江

蘇省通州市1，天津市経済技術開

B，（株）岐阜武B，（株）岐阜武・興和A，（株）サンテイ（サン 発区1

ティクス）A
92 26

河田フェザー（株）B、ジャスト（株）・三井物産A，（株）ジャパー 江蘇省太倉市1，大連市2，北京
ナB、鈴丹A，谷津（株）・住友商事A，豊島（株）・（株）アイエ 市2，江蘇省無錫市1，香港1，

名
ムA，（株）オンワード樫山A，（株）ファシック・カキウチ（株）A，

冨田（株）・青山商事・中興郡産冨田A，オリムバス製糸・三山・
14 上海市2，江蘇省南通市1，河北

省秦皇島市1，江蘇省昆山市1，

カネボウ合繊N，興和N，澤田紡績N，松井手袋製造N，ミユ 遼寧省普蘭店市1，江蘇省常熟市

キ洋服N 1

（株）イトーファッションA，大橋衣料（株）A，（株）カノウ・蝶理 江蘇省常州市2，上海市6，湖北
A，（株）小島衣料A，（株）サンテイ・丸紅A，（株）創作A，（株） 省黄石市1，江蘇省通州市1，内

岐
田幸・（株）パールスティック・三井物産B，二幸（株）・シー・プ

ロダクトA，二幸（株）・兼松・（株）ロンチェスターパ株）エスポ
14 蒙古自治区1，大連市1，江蘇省

海門市1，江蘇省金壇市1

ワールA，（株）松夫A，（株）ミツワA，（株）光明縫製B，（株）
93

ロックスA，（株）ワールドユニオンA
24

石田（株）B，金山ファッションブレスA，（株）竹織B，日本毛織 香港1，江蘇省常州市2，上海市

名
（株）・丸紅・中伝毛織B，丹羽幸（株）・NI帝人商事（株）・井上

インテリアA，冨田（株）・（株）GSIクレオスB、冨田（株）・中興
10 1，江蘇省江陰市1，江蘇省如皐

市1，北京市1，大連市1，天津
郡産冨田A，高木製綿N，友商N，三井紙工N 市1，湖江省寧波市1

9 25



年度 進　出　企　業　名　（A：合弁　B：独資） 件　数 進出国・地域

94

　　（株）アスメックスA，（株）伊藤クロージングB．（株〉ウェッジ

　IA，奥田縫製・GlsクレオスA・（閑ガゼーノレ・（株）大森廻漕
　．店・ニチメンA，（株）サンテイ（サンティクス）A，シンガポー

　　　　　　　　　　　

　！ル（株）・ニチメンA．伸幸被服（株）A，（株〉大映B．（株）ナニワ

岐‘A，二幸（株）・兼松・丸鞠株）B．フフ’ッションカネジュウ（株）　21

　　B，（株）ファッションサンコーA，（株）マインド松井A．松ク、
　　　　　　　　　　　
　
1

　μ株）A、丸丹（株）・マILタンフアッションガーメント・〔株）エフ・

　．エフ・ジーB，（株）ミツワA．（株）上海美IIIA．吉岡（株）B．ラブ

　1リークイーン（株）A．（株）レナンミツアキ・（株）チェリーハルA

アートタナカ（株）B，綿丹（株）A，（株）エフビーA，（株）桑原l

A、（株）近藤紡績所・グンゼA．名占屋商事（株）B．服良（株）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫θB，友f言商事（株）A．興和・高「日被服・桑和N，リオ横山・トー

メンN

31

1江西省九江市1，　　　　　　　　上海市5，　　　　　　　　　　　　江蘇省
1南通市4，江蘇省無錫市1，北京市

3．江蘇省昆山市3，江蘇省蘇州市
！1、山東省青島市1、i折江省寧波市

L江蘇省江阻市L

名

北京市L広東省掲東縣L吉林省
特恵市1，上海市2．山東省済南市
．1、江蘇省昆山市1、福建省福州市

Ll折江省平湖市1，広東省湖陽区1

95

際：運轡灘ifl）．，蕨駝
20

江蘇省昆山市L上海市3、
嘉興市1，山東省諸城市1、
：合肥市1，；折江省金華市1，

；寧波市L吉林省1、

江蘇省

安徽省
；折江省

名

（株）近藤紡績所・東レA，（陶近藤紡績所・伊藤忠A．中外国島
（株）・伊藤忠A、豊島（株）・カネボウ繊維A．日本ハイモ｜1業
（株）B，（株）林八百吉商店・東邦物産・藤井製帽A，愛知繊維・

東レインターナショナルN，金伴繊維N、興和N，増惣・冨田N

～

川J東省済南市1，山東省青島市1，

‘上海市4，江蘇省揚州市1，漸江省
‘

寧波市1，漸江省桐郷市1，江蘇省
蘇州市1

　　　　1（株）ウェッジB，ウスイコーポレーション（株）A．（株）サンテイ

，6岐㌫誌1㌫、㌫㍑、㌶㌫㌫建ぽ餓〃，
　　　　A．岐阜武N

　．江蘇省南通市2，江蘇省昆IU市L
　．湖北省黄石市ユ．江蘇省張家港市
12　｝，上海市3．江蘇省蘇州［：業区1

名　（株）竹織B．中伝｛三織（株）・丸紅・丸紅（有）A つ
一 上海市L江蘇省江陰市1

97

l　　l（株）ウェッジB，（株）奥田縫製A，スター産業（株）A，（株）トワ

1岐1ロンドA，（株）日進A，（株））伊月縫製A　　　　　　　　　　　6

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

．福建省慶門市1，

湖北省大治市L
江蘇省昆山市1

山東省済南市1，

江蘇省南通市2，

　i名古屋商事（株）B，H49ハイモ［：業（株）B．マルミ産業（株）A．
名
　　モリリン（株）B，萬友森林（亜州）B

一
コ
Ll陳省海陽市1，上海市1，江蘇省
．通州市1．香港1，；維城区1

98
岐！日光被服（有）A．〔株）ファッションサンコーB

　　　　　　　　　　　

名！松永（株）・ヤンガーA、中興郡産冨田’冨出（株）A

2　　．上海市L江蘇省蘇州｜ffl
　　42　　i漸江省寧波市1．大連市1

99
岐　（株）ナニワA，（株）ラィフスタィルA 2　　　江蘇省昆山市L

　　4i2

江蘇省通州市1

名！松永（株）・ヤンガーA．モリリン（株）B 漸江省寧波市L　ヒ海市1

00
岐

名

（株）イトウファッションB，（ぴ）クリメイト・吉岡（株）B、（株）

サンティ（サンティクス）A，スター産業（株）A．（株）スナッフ1
スクリーンA，（株）トワロンドB，東海サーモ（株）B、服部縫製｜

ぽ’麟嶽二繊聾㌶㌫、㌘轡贈》ミ三isl8
ショナル（株）B．（株）ワイス’A．（株）岐阜IK　N

栗本（株）B．服良（株）・萩服装（樽ミ）A．冨田（株）・中興郡産冨田A　　3

．江蘇省常州市2．上海市5，

黄石市1，江蘇省金壇市1、

南通市2、江蘇省南昌市L
奉化市1，江蘇省通州市L
桐郷市1

湖北省

江蘇省

漸江省
1折江省

ヒ海市Ll折江省桐郷市1．大連市1

01

岐

（株）伊藤クロージンク’・キンググロリー紳士服A，（株）エフエム

シーA、エミナン（株）A，カワセA，片山縫製・冨田（株）A．
（株）小島衣料B，中京縫糸（株）B，

コーワ（株）A，（株）丸文いわさB

　　　　　　　　　　　　　1θ東海サーモ（株）B、フロム

名

　！漸江省嘉興市1．

　漸江省嘉善県1．
　　江蘇省昆山市1，

17「

江蘇省通州市1、

江蘇省南通市2，

上海市4

（株）金山フアッションフレス・チクマB．（株）滝if　B，

（株）B．モリリン（株）A、モリリン（株）A．冨田A，
ミ田’（株）片山縫製・（株）サンドレスA

名占屋商事

中興郡産冨　　7
江蘇省常州市L
江蘇省昆山市2，
2

福建省南安市1，

大連市1，上海市

02

　！（Si）エフエムシーA、ギャバンス（有）A．ジーエフ（株）A．ジー
　．エフ（株）A，（株）田・lk　A．（株）ナニワA．二幸（株）・クラレト

岐：レーデfングB、〔陶ブルーメイトB．（楳）水甚A．（株）レナン
　iミツアキB，（株）チッフトップ丸広B，（株）トアロンドB、（株）

　　ロックスA

13

18

　　クロスフラス（株）A，（株）タグチ・（株）ユニックスB、
名
　1B，ブラザー11業（株）B，近藤紡績所B

服良（株）．

　　　　　　5

江蘇省通州市2，ヒ海市2，江蘇省
常州市1，寧夏回族自治区1．江蘇

省昆山市L江蘇省南通市2，漸江
省平湖市2、遼寧省大連市1，香港
1

山東省青島市2，江蘇省太倉市1，
｜：海市1，広東省深川市1

　　ジーエフ（株）A、ジーエフ（株）A、（株）アオキA、二幸（株）B．
岐1
　　フロムコーワ（株）A

a
［［1東省青島市L上海市2．

‘

1南壷市1．江蘇省常川市1

省；禾．畠
゜

03　　　（株）ケイ・エム・クロージングB，瀧定名古屋（株）B．モ‘」リン

　　名　（株）B．イトーリコウ．’1）．、近藤紡績所B．ナッフス・エスアイ　6

　　　　繊維∵）！

11．上海市3，山東省青島市3

26 1θ



岐阜のアパレル縫製業の現状と課題（岩坂）

04
B

クロスフラス（株）B．（株）桑原A，コスモインターナショナル
21
　　ヒ海市5， 江蘇省南通市1，安徽省

名
（株）B，（有）神明B，中外国島（株）B，東海撚織（株）B，西川毛

織（株）B，モリリン（株＞A，モリリン（株）A，松永（株）・ヤン
1θ

馬鞍山市1，遼寧省大連市工，江蘇

省通州市1，漸江省寧波市1

ガーA

（株）アサヒ・リンクB．（株）アサヒ・リンクB，（株）アサヒ・リンク

l　　l B、（株）イトーファションB，（株）伊藤クロージングB，大橋衣 1 煙台市1，江蘇省金壇市こ，江蘇省

05

　　〔斗（株）B，ギャパンス（有）・濃飛倉庫運輸（株）A．（株）クレアン

岐　スB，（株〉宏Rj　B、ジーエス（株）A，ジーエフ（株）A．ジーエフ

　1（株）A．ジーエフ（株）A，（株）渋谷B、（株）西脇縫製A．（株）

　1ファンズユニットB、湯峰ソーイング（株）他B

17

不明

名

岐

アイリン（株）B，中伝毛織（株）・日本毛織（株）・丸紅（株）A，モ1

リリン（株）A，ホウコクインターナショナルB 4

美濃屋（株）A，（株）マルニシA，香港双和・丸紅・東レB

名！一

　　東台市L安徽省銅陵市1、丹東省

　L天津市L遼寧省大連市2，広
21i鰭瓢｛は蘇舗肺L江

　吉林省白ill市1，上海市1，広東市

3東莞市1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　‘

岐阜県：

愛知県．

1781
　　　27911101

（注1）　この表の進出企業名は，r〕003年版」の調査で中国に進出していたものに、『ユ005年版』で調査された2002年～

　　2〔｝05年半ば迄に進出した工場・企業を追加したものである　このなかには，大須賀ソーイング（株）のように2003

　　　年～20〔〕5年の期問に倒産・撤退した工場も若干数含まれている・了2〔｝05年版』の調査は2005年3月～8月に実施

　　　された．

（注2）　櫻井縫製・（株）サンテイ・（株）三輪縫製によって1987年3月南通時装有限公iilが中国との合弁で設立される

　　が、1995年Aミに3社それぞれが中国との合弁として独立する　3社は，南通櫻井有限公司，貴都有限公司（三
　　　輪），南通三泰有限公司（サンテイ）てある　その後，1999年に南通三泰有限公司は撤退したので、r中国日系繊

　　維企業2｛｝〔B年版』では，1995年南通櫻井有限公司進出となっている　ここでは．1987年3社による合弁として

　　　修IEし、集計した
〔注3）　ブラザー工業（株）や東海工業ミシンのような．ミシン反び刺繍ミシン皮ぴ同部品関連の生産工場は除外した，

【出所】　株式会社リサーチセンター了中国日系繊維企業2003年版1（ユ003年5目），r同2005年版9（2｛105年H月）か

　　　ら作成、

出した企業の4分の1は何らかの理由で撤退を余儀なくされた，

　中国進出日系繊維企業が中国で雇用している現地従業員（Ll本人を除⇔の概数は，2002年末の

調査で集計すると，岐阜地区の143社中回答している134社の総数が58，897人，愛知地区の進

出企業78社中回答した42社の雇用数が14、764人，合計73，661人にのぼる、岐阜県内について

みると，縫製業がカウントされる「衣服・その他の繊維製品製造業」では，ピークの1991年か

ら2001年までの10年間で従業者数を18，272人減らしたのとは対照的に中国では58，897人の雇

用を増大させた。現地企業1社当りの平均従業員数も，1994年末現在の調査では約300人で

あったが，2002年末現在の調査では約419人で，この間従業員規模数が拡大している、また，

岐阜県の進出企業の1社当たりの平均従業員数が約440人であるのに対し，愛知県のそれは約

352人である。県内でバートを含め従業員10～40人規模の縫製業を営んでいた企業が中国に進

出すると，日本の10倍から20倍の従業員規模0）工場を経営していることを意味する。

11 27



2．岐阜アパレノレ縫製業の中国進出と“産地”の困難

　中国生産に踏み切った岐阜アパレル縫製企業の平均的像は，従業員規模（フノレタイマーの女性

パート労働を含む）10～40人規模の企業である。この企業が，中国に渡るとそれまでの従業員平均

規模440人の工場を構えることになる。

　婦人服の縫製を例に岐阜アパレル縫製業の分業構造の特徴を示すと以下のようである。アパレ

ノレメーカー（衣服・身の回り品卸売業）が製品の企画・デザイン，販売を行い，縫製業者はアパレノレ

メーカーから縫製の仕事を受注する。この縫製業者は元請縫製業で，製品の分業工程を担う担当

業者に仕事を分割依頼することから「ふり屋」と呼ばれてきた。まず，問屋であるアパレルメー

カーが生地や附属品を手配する。「ふり屋」は受注した仕事をまず「裁断業者」→「芯貼り業者」→

「縫製業者1の順で依頼する。縫製では，量産できる部分と複雑な熟練を要する工程に分けら

れ，量産できない複雑で熟練を要する作業はベテランの内職に回る。紳士物スーツの上着の縫製

工程なら，ポケット，襟など部分加工の工程が多くなる。部分加工されたものを製品として縫製

し，最後にミシンなどで量産できない「まとめ縫い」という工程を行う。例えば，スーツの場

合，肩の裏の部分や袖の裏地を表地に縫い付ける部分などで，ミシンを使えない作業工程であ

る。高級な紳士物スーツの上着では，まとめ縫いの工程が非常に大きくなる。この縫製が済む

と，ボタンをとめる穴の穴かがりミシンで行う専門の業者に依頼し，出来上がった製品をプレス

業者でプレスして，最後に元請の縫製業者が検品・修正してアパレルメーカーに納品する。

　岐阜アパレル縫製業は，大雑把に言って以上のような分業構造によって成り立ってきた（図一1）。

アパレル企業や元請縫製業が，中国生産に踏み切ると従来の岐阜の工場の10倍以上の従業員規

模の工場となるのは，中国には日本のように細かく分かれた分業構造は存在しないし，たとえ存

在したとしても日本のような分業の取引慣行に組織することは絶望的である。他方日本から零細

たーれ広加丁掌芸あ引乏痛れ三r得了ごLt，無モ甲“T：・あ宍ら一　｝｛・が！f　　由匡1．t7：・）“　帖自の砥ビの
い・“リ＝一小目c＝　－LNL’・－LN、＿L・・口川・’⊥、vコノノ。　V／LVVバ，｜問Uぷ咲干vノノロLVノ

分業工程を備えた工場の設立が不可欠となり，規模が10倍以上の工場となる。

　中国進出を果たした岐阜の縫製業第1号である関市のサンテイ衣料（株），櫻井縫製，三輪縫製

の3社が中国側との合弁で1988年に上海に近い南通市に設立した何通時装有限公司から1994年

末に3社に分割し，そのひとつの合弁企業（後に独資に移行）である南通櫻井有限公司の工場を紹

介しよう6）。南通櫻井では，マトメ部が従業員数の多さから，それが日本の「マトメ縫い」を担

当する工程なのかははっきりしないが，設備から裁断・芯貼り・縫製・プレス・検査などの殆ど

の工程を備えていることが分かる（表一9）。

　南通櫻井は，従業員規模300人程度の中小規模の企業である。岐阜県の中国生産第1号のサン

テイ衣料は海外工場の総従業員数は8，700人にもなる（表一10）。ボリュームの大きなアイテムの

生産が岐阜から中国へ移管されれば，その分岐阜での生産量は激減し，岐阜の縫製加工業の分業

構造も存立が困難な状況に追い込まれていく。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜のアパレル縫製業の現状と課題（岩坂）

図1縫製加工業における分業と“洋間の父ちゃん・母ちゃん”

【出所】　（株）下平・代表取締役社長下平治氏へのインタビューから、

表一9　南通櫻井有限公司の従業員・設備・生産規模（1998年3月12日現在）

従　業　員 設　　　　　備 生　産　規　模

上衣部 110名 本縫ミシン 81台 紳士物ジャケット 300着／日

ズボン部 96名 特殊ミシン 43台 同　ズボン 650本／日

マトメ部 50名 裁断台

ブレス・出荷 30名 芯貼り機

ハンドナイフ

ローラー式検針機

計 286名

【出所】　藤井光男編著『東アジアにおける国際分業と技術移転』

　　　2001年，pp．388－389，

ミネルヴァ書房，
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表一10サンテイグループ

1　従業員数 業 務 内　　　容

国内i 海　外 ！　　　　　　　業　務 品 目 ∈産量
サ
ン
テ
イ
‘

1
　
　
1
：
名
｜
． 1貿易’総務経理事務 1

㌻ サンテイクス： 5三名 3、8〔〕0名‘紳十スーツ・コート・ジャケットの生産 llo万着
テ

ィ サンドラ
1　　9名 こ20°司舶・スラ・クス’カジュアルスラ・以 300万着

グ
ノーサンエヌ 1：名 2、300名 婦人スーツ・コート・フォーマルジャケット・ブラウス・ハンツ1 1二三万着

↓1サ・タイ 40名　　400名　スーツ・ジャケット 24万着

小　計 133名　　8ア〔｝o名

合　計

総　売　上

8，833名 1559万着

ll4億円

【出所】　株式会社リサーチセンター（岐阜）rリサーチセンター夏季特集1｝』こOoS年i月．

3．岐阜アパレル縫製業の外国人研修生・実習生への依存

　アパレル縫製業が中国生産へ傾斜していくなかで，残された分業工程を担ってきた縫製加工業

者は，受注量の減少と受注単価の引き下げから存立が難しくなり，外国人研修生制度の活用に活

路を見出そうとした，全国に先がけて岐阜アパレル縫製業が中国生産を開始したこともあり，こ

の分野で外国人研修生制度の活用をめざしたのも岐阜が全国に先がけていた。

　岐阜アパレルが，外国人研修生制度に深く依存していること，とりわけ苦境に立たされた“洋

間の父ちゃん・母ちゃん”と呼ばれた零細な縫製下請加工業者の生き残りをかけた組織化と結び

つき活用されている実態を前掲の拙稿において紹介した＝

　「ふり屋」と呼ばれる元請縫製業者（従業員10～40人）の下に従業員5人以下の下請加工業者が

あり，さらにその下に従業員1～3人の“洋間の父ちゃん・母ちゃん”と呼ばれた零細な縫製下

≡圭hr「「堂皐あミ≠三プrヰZ　　　－　An　e　　“こt日日tAノトヂ　，Mえ　，皿｝　t“　ノ　，，　1　mn　t　，コ；’IA　7　々liX・n・o・errl」梓　lrヂーtt「T・’H・

”HIJH」一木N〃1月L，tJ　r　L－’iVリ　t－ttlnJV／Aソへ’tし　与りへJtし　⊂H月鍋しOタ妖の令布田未官τ狽τ欧

し，廃業寸前の会社法人なども活用して，より多くの研修生・実習生の受け入れを図り，匠の技

としての岐阜の高い縫製加工技術を研修生・実習生を活用しながら存続させようとする（株）下平

グループの取り組みが注目される，

　県内の中国人研修生・実習生の最大の受け入れはアパレル縫製業である．アパレル縫製業の研

修生・実習生の受け入れには3つの大きな受け皿がある、いち早く中国生産に乗り出したサンテ

イ衣料や櫻井縫製，三輪縫製などが加盟する関既製服協同組合，“洋間の父ちゃん・母ちゃん”

を組織化する下平グループによる日中ファッション研究協同組合（19社）・岐阜服装ネットワー

ク協同組合（3：社）・岐阜ファッションネットワーク（23社．但し2005年当時運営一ヒの問題から2006

年半ば以降二の3つの組合は研修生受け入れを停止、研修生受け入れ事業は、その後新しく設立された東海有和

プアッション協同組合，東海fE創協同組合，東海縫研サポート協同組合が実施），それに岐阜ソーイング協

会関連の3つであるc
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表一11　研修生・実習生（特定活動）登録者数（平成18年末現在）

在留資格別（研修・特定活動）1中国人登録者のみ 在留資格別（研修・特定活動）ζ総数：1
｜

研　　　修 特定活動 計 研　　　修　　1　　特定活動 計

H17年　H　18年

末1末
H17年　H　18年
　末　’　末　　　1

H17年　H18年
　末　1　末

H17年
　末

H］8叫川7年
　末　1末　1

H18年
　末

H］7年

　末

H18年
　末

愛知　ユ・・34686：王617｜4935∈52θ129621
　　‘　　　　　　　　　　　　　1

岐　阜　　ふ2θ5．　432・　　6・690i　（ち818　・～λ895．Ill・130　　弐588．　4863；　二399！　ち615　1α987　1ム478

東　京1 　‘826 990　　1，489
　　‘1，488iバ2，3∬5　　1×　2，478 L5⊇7 1，736 6」θ916・952 7，636 8，688

茨　城 2，62θ 2，811 2，823

　
　
3
，
4
8
9
1

　　　ト35・443136・300
3．　1　Sc　7 3，573 3．778　　4，476 6，975 8，049

広　島‘　　1，739　　2，778 2，0171　2，530 　　　　　　　　　・4　3、756　　　4　5，308　　　　ユ331 3，869‘　　．
　　13，θ56．　　3，6791　　　5，387　　　7，548

静　　岡．　　　1、7＾15　　　2，130　　　ム9」4　　　2，300　6　3．659　　6　4，430　　　ユ887　　　3，559　　　3，411　　　3，9161　　　6，298　　　7，475

三 重 1、3二〇 2，218　　　　‘ 2，176 2，560i 73，546、 54．7781　　　　　　1 L8；、　　　　1 2・982： 」．」θ81　　　　‘ 3，676
s2s，　r｝　・，

6，658

大 阪 954 1，274 1，630 1，808 ∫62・5841 153，082 1，667 2，192 3219 3・5531 4，886 5，745

埼 玉 128θ 1，593 1弓45 1，708
、

μ2，625 n3，301 L947 2，457　　　　1 2，667　　　　‘ 3，133 4，614 5，590

千
詞，　‘

菓1
　　　　1
1、376　i， 1，832

　　　　‘
2，151 2，338

53．5271　　　　　　‘

74，170 i，79，9 2，294　　　　‘ 3，θ25 ‘　　3，199 4，823 5，493

‘ ‘

兵庫1　975　1・409　223』　2・4104）32θ8：93・819　1・521　2・12613・θ1gi　3・308‘4・54θ　5・434

岡　山． ∫21θ 1，700 1561 1，812 1ご 2、7コ‘　　　　‘ l
l 3，512 1，5θθ 2，119 」，932． 2，291

3、432‘　　　　．

4，410

愛　媛 ∫・」26i 1，305 2βθ1 2・6231 D 3，721 8 3，928 1569 1，532 2，444 2，798 4，Ol3 4，330

福　井1 ム2θ7 1，348
　　　　‘フ
1
9
6
－
， 2，369 9 3，4θ3 而

　　　　13，713

1，322．i

　
　
　
1
，
4
7
6
．
，
．

　　　　‘
2，384 2，552 3，7θ6 4，028

神奈川
　　　．

895 1．006： 754 　　　：966 1，649． L972 ミ　1、598
　
　
　
1
，
7
8
8
‘

1．9671
2，224

3．5651 4，012

長　野 95θ　1・196　1’072．1・311　2・θ22　亡2・50711・452i　1・838：1・811　2・005　3263　3・843

富　山 969‘ 1，414　　　　1 1，65θ． 1．8091
1
152，619 u 3．2231 LIgl 1，662． 1，866　　　　‘ 2，065 3，θ57 3，727

北海道 1．θ68‘ 1，387 1，715 1，883 夢2，783 B 3，270 　　　　．i，195 1，525 1，956 2，178 ，｝51 3，703

‘

｜ ： ll　　　　　　‘

総　　数　　　37，154　　52，901　　　60，361　　68，531　　　97，515　　　121，432　　　54，1θ7　　70，519　　，Sコ　7．　324　　97，476‘　141．431　167，995

【出所】　平成18年度及び平成19年度入管資料から作成

　こうしたアパレル縫製業による大量の研修生・実習生受け入れから，平成15年頃までは研修

生・実習生の総数においても，また中国人に限った研修生・実習生の受け入れ数においても，岐

阜県が全国1位であった．しかし，その後研修生・実習生の受け入れ総数では，愛知県が岐阜県

を抜き全国1位となっている（表一11）。これは，近年自動車部品企業において，研修生・実習生

の積極的活用がはじまったのを反映したものである。岐阜アパレル縫製業が依存する中国人研修

生・実習生で言えば，その数は平成18年度末現在で研修生4．321名，実習生6，818名，計11，130

名で，愛知県の総数（それぞれ4，686名，4、935名，計L）・，62・1名）を上回り，岐阜県のそれが依然全国1

位にある。
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【III】　岐阜アパレル縫製業の再生の模索と課題

1．日系中国縫製企業の課題

　岐阜アパレル縫製業は，アパレル製造卸と呼ばれるアパレル企業，元請縫製業を営んでいたが

生産機能を中国等に移転した日系縫製業，産地を形成している縫製加工業者で構成されている。

縫製業の中国への展開は，産地としての存続の問題をもたらしているだけではない。大挙して中

国に進出した日系縫製企業にとっても極めて深刻な事態が訪れている。

　上海，青島，大連などの都市部や沿岸部などの著しい経済発展により人件費がh昇している。

加えて，前述のように百貨店，量販店が2年程前からかつてないほどの販売不振に陥っている。

特に高級品の落ち込みが大きい。労働集約的産業のため人件費上昇の直撃を受けているが，販売

不振から，この上昇分を価格転嫁することができず，日系縫製企業はコスト割れで経営が成り立

たない事態に追い込まれてしまっている。

　中国政府は，沿岸部と内陸部との経済格差の縮小から，労働集約的な日系縫製企業に対して，

優遇税制などを使いながら内陸部への移転の指導を強めてはいるが，小島衣料やサンテイグノレー

プなど一部の大手企業を除けば，多くの日系縫製企業は，この間に採算割れの深刻な事態が続い

たことから，工場を移転する資金的余裕すら無くしている。特に，日系縫製企業は，合弁形態が

非常に多い俵一8）。合弁企業の場合，機械を移動できないため，移転するとなると新たな工場

を建設するのと同等の最低でも数億円という投資を要するので，現状では移転したくてもできな

い状況に追い込まれている。

　2004年末の多国間繊維協定（MFA）の失効に伴う繊維貿易の自由化によって，インド・中国な

ビ硫、亡m「活半A〆ハ輪山巡士n入）己　　rh「司「田「知　i＃十旦L「h　E司糸、　JM〆ハ竺＝：田蛤山to口fiH　1　｝⊃1十十「←4几次」、ミ
し〃　ソV／W、／1、　’Vノ十削μ」’目！JH”　ソ，　｝岸1岸IIJIIJ’”－IJし　I　Pij　IJ　つVノ牙コー日午別山（t口UJしし／LハU　7「］X貝〃マ

拡大傾向にあるものの，チャイナリスクの回避から，中国に投資をする場合敢て集中せず他の国

にも投資を行い，リスクの分散化を図るという意味でのチャイナ・プラス・ワンを踏まえた日本・

中国・アセアンでの分業体制の構築が叫ばれてきた7＞。現在ではサンテイグノレープのなかの紳士

ズボン・カジュアルスラックスのサンドラがベトナムに工場を持っており，またサンテイグノレー

プは紳士物ズボンとレディスパンツの生産を目的とした株式会社サンテイ・ラオをラオスに設立

し，2008年5月に生産を開始した8）。また湯峰ソーイングは，2000年4月ベトナム・ハノイにイ

オン向けスーツを主体に，メンズカジュアル（シンブノレラィフ主体），ダウンジャケットの生産工場

を設立した。湯峰ソーイングの場合は，設立後に困難が続いたものの生産体制も整い，チャイナ

リスクから生産の引き合いも増え，1ライン22名の15ラインの生産体制を築いている9）。

　このようなサンテイグループや湯峰ソーイングのように中国での生産体制を築き上げ，生産の

棲み分けを実施できる一部のメーカーを除けば，中国に縫製工場を有する大多数の岐阜アパレル
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縫製企業がベトナムに進出するとなると，紡績・染色整理・織物産業等の欠如から素材を中国・

タイ・日本から持ち込まなければならず，それに物流関係の悪さも加わるのでその分生産のリー

ドタイムが長くなる。中国に代えてベトナムで生産するとすれば，現状ではリードタイムの長さ

からシーズン性が求められるレディース衣料の生産は無理で，シーズン性が少ない紳士服や冬物

コートなどの生産にしか向かない。ベトナムの生産を中国のそれと比較すると，ベトナム生産の

利点は中国より安い人件費だけである。レディース衣料が中心の岐阜アパレル縫製業にとって

は，現状ではベトナム生産（ラオス・カンボジァも）の利点は見出せないと考える企業が多い。

　したがって中国に進出した岐阜アパレル縫製企業の多くにとっては，他に投資する余力も残っ

ていなく，中国に代わる生産国を求めるよりも，中国の安い素材を使い，中国で加工したほうが

まだ生き残れる可能性があると考え，如何にしたら中国で生き残れるのかを模索する企業と，他

方でコスト割れに耐え切れず国内回帰する企業への二極分化がはじまっている。しかし国内回帰

した場合，大規模な従業員数の中国工場と異なり，研修生・実習生を活用した従業員30～40人

の企業として生き残る方法しか残されていない。

2．岐阜アパレル再生の模索

　岐阜アパレル産地が衰退に向かうなかで2005年頃から岐阜アパレル再生の方向を探る動きが

はじまっている。地域ブランド化に岐阜アパレル再生の方向を求め，「岐阜型インパナトーレ」

設立をめざす動きである。その方向を，『繊維産業の地域ブランド化促進のための調査事業報告

書』（財団法人中部産業活性化センター，2006年3月）から紹介しよう。

　岐阜アパレル再生のための地域ブランド化の検討を，この報告書では，主に／ブランドとは

どのようなものであり，岐阜のブランド化の遅れの原因は何か，2再生のカギである地域ブラ

ンドとは何か，地域ブランドを創造するものとしてイタリア・プラート市のインパナトーレ（lnn－

panatore）の導入，③岐阜アパレルを前面に打ち出したブランド化は困難，新しいブランドの方

向と，その主体としての「岐阜型インパナトーレ」の設立，の順序で行っている。

　まず，ブランド，ブランディングは，「将来の製品特性や機能などによらず，デザイン・カ

ラーイング・質感などの人間の五感を刺激する要素，人間的暖かみなどの感性や生活価値観な

ど，機能に還元しきれない魅力によって市場をつかみ，これを中心として商品開発，販売等の企

業活動を展開しようとするもの」と定義した上で，岐阜のブランド化の遅れを，①事実・特徴

（製品サービス，技術などの特徴），2機能価値（物理的，機能的な効果）に偏り，③情緒価値（ブラン

ドから感じられる感覚や気分），④社会・生活価値（ブランドから得られる生活スタイノレや自己表現）に対

する志向が希薄であったことに求めている。

　次に，「地域に対する消費者からの評価」であり地域がもつ無形資産のひとつが地域ブランド

であり，それは，地域イメージを構成する地域そのもののブランド（RB＝Regional　Brand）と地域

の特性を活かした商品ブランド（PB二Product　Brand）から構成され，この2つがバラバラでな
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く，両方が存在していることが重要である。こうしたブランド化を志向するに当って，イタリア

のプラート市においてデザイン能力を獲得して独自の製品を市場に投入し，イタリァのファッ

ション性と多様性を小企業の分業体制において実現する中核的役割を担ったインパナトーレの存

在に注目している．

　だが，岐阜アパレル自体はマイナスイメージに繋がるので岐阜アバレルを前面に打ち出すブラ

ンドは困難である，岐阜ブランドをイメージさせない新しいブランドを創るには，全く新しい商

品開発を行い，そこにブランドをかぶせることである，それには，従来型の生産システムとは異

なる新しい生産・販売システムを構築することが必要で，それがr岐阜型インパナトーレ」であ

る，「岐阜型インパナトーレ」は，地域で地域の企業が共同で商品開発を行い，その商品をブラ

ンド化し，それを将来地域ブランドにまで高める＝L（）HASをテーマに天然繊維を使用した新商

品開発のためのブランドコンセブトとして「フィルデラテラ（Fil　de　la　terre）1（地球の糸）が提案さ

れている．

　ファッションに限らず，ブランドは何らかのライフスタイルを原点にして企画されたものであ

り，差別化された何らかの製品やサービスの実体を持ち，そのブランド特有の経営や組織が必要

となる．岐阜アパレルもそうであるように，名前も知らないような“ブランド”名が多数存在す

る，こうしたアパレル企業が，ブランドコンセブトが明確でなく，またブランド固有の経営や組

織と関係がない名ばかりのブランドを多く持つに至った理由については，以下のように説明され

ている，

　小売店側は店頭商品の品揃えをアパレル企業に任せる（委託取引，店頭派遣）が，同一地域内の

他の小売店との品揃えの差別化の求め（バッティング防【Dに応じて，アパレル企業は異なるブラ

ンドを投入（一商圏一店主義）してきた，加えてアバレル企業が，リスク回避を取ろうとすれば売

れ筋の追加発注を繰り返すことになり，在庫を極力持たないようにすると売れ筋商品を追いかけ

るビジネスになり，どこの製品も似たり寄ったりになってしまう10）。

　　－　Jfi　I　J「1～十n右　ノ　mつ　、こ　、、IT　！4＼舐n右　一デニ　、、　1ごナ．、1↓’子、工四r【．ナっ台A　tatr　l－≡≡・1、、｜fX，　一♪＿　j　Aif：、十、　V　ユ、ミ

　∪しld　U　！－vノツ、のノノΨノVM木りタノノ！1’　’こ工O庄山’こ山距巴百いゴLムbのLOノ　iJ　IJ　’e

岐阜のアパレル企業の場合はそこまでにいたっていなく，委託取引どころか店頭販売が殆どで，

業態的には前売り主体の受身体制である。トレンド性の低い中高年レディースカジュァルが主体

であるため，コピーも多く，類似した製品も多い，

　ところが，お洒落感覚の高まりから旺盛な消費を生んだバブルの時期の女性も40代になって

いる．お酒落に敏感な20歳前後の娘を持つ母親であれば，自然とお洒落な感覚も研ぎ澄まされ

ていく．そうした傾向は，岐阜製品から益々遠ざけてしまうことになる。

　「岐阜型インパナトーレ」という名称はともかく，紡績，織，染色整理，縫製加工などで優れ

た技術をもつ企業が十数社集まりブランド化の途を地道に追い求める集団が多数出来．ヒがること

が必要である一ライフスタイルの変化に応じた製品をすばやく提案できる企画とデザイン及びす

ばやく製品に仕ヒげる仕組みが必要であろう一「岐阜型インパナトーレ」では，現在のところ天

然繊維が候補となっているが，例えば新しい機能の付与が可能な合繊などの素材の動きをいち早
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くキャッチし，機能性やデザイン性を追求するファッションの素材として取り込み，企画・デザ

インする力を集団のなかで作り上げていくことによって，ブランド化に繋がる可能性が高い。こ

うした集団が多数生まれるような支援も望まれる＝

　岐阜アパレル産地としての縫製加工の分業工程が担ってきたのは，ボリュームの大きな中高年

向けのレディースカジュアルである。ロットの大きな製品の生産は中国など海外に移転してい

る，「インパナトーレ」が多数生まれたとしても，分業工程が崩れてしまっては産地としての機

能を発揮できない，また，市場1生の高いブランドが生まれたとしても，その生産に対応できるも

のづくりの仕組みが維持されていなければならない。

　そのためには“日銭”を稼ぎ出すものづくりの仕組みを再構築することも，産地の課題であろ

う，ブランドは何らかのライフスタイルを原点に企画されるものであるから，その意味ではより

多い可処分所得をもち，社会の「しがらみ」とは自由なライフスタイルをする日本の若い女性向

け1Dのブランドが爆発的に大きくなっている．“今売れる服を今つくる”というリアル・クロー

ズの分野の生産の速さと在庫を抱えない多品種小ロットの生産の仕組みの構築が求められる。

　生産のリードタイムを短縮するため，分業に分かれた加工業者を特区のような特典・優遇措置

が与えられた工場団地の一カ所に集め，これまでになかったようなビジネスのモデルを考え，韓

国で生産する渋谷109のブランドの製品を岐阜の産地（特区，工場団地）で生産できる仕組みを構

築する必要がある。ブランド化の取り組みと並行して産地の縫製加工における分業工程の再構築

がのぞまれるT

おわりにかえて

　岐阜アパレルは，全国的に例のない規模の製造卸機能が集積し，輸送上の有利な立地条件に恵

まれたIR岐阜駅前に問屋街を形成してきた，だがその製品は，中高年のレディース・カジュア

ルが中心で，受身的な前売りによる店頭販売が殆どを占めるため，産地のイメージは低い。中国

生産が進むにつれて，産地としての基盤を成す縫製加工の分業構造は衰退の一途を辿ってきた。

このなかで岐阜アパレルは，外国人研修生・実習生に依存しながらかろうじて産地としての機能

の維持を図ろうとしてきた。しかし，最近の衣料不振は，産地だけでなく中国に生産を移した企

業までも存立の瀬戸際に追いやっているr研修生・実習生に依存する産地の経営では，次のよう

な深刻な問題も引き起こしている。

　中国人実習生らが岐阜市の縫製会社（2007年9月廃業）の経営者を相手取り，違法な低賃金で働

かされたとして970万円の支払いを求める労働審判を岐阜地裁に申し出た12）。また，不当に安

い賃金と劣悪な労働条件に耐えかねて実習生が逃げ出すのを阻止する目的から，違法な強制預金

（賃金からの天引き）をするという悪循環まで引き起こしている。岐阜労働局は，2006年度だけで

も43事業所に対し，強制預金をさせていたとして是正指導を行っている13）。

　岐阜アパレルの再生をめぐる環境は実に厳しいが，岐阜アパレルの匠の技を守るために研修
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生・実習生を活用した“洋間の父ちゃん・母ちゃん”の動きや，岐阜ブランドの育成を目ざす

“岐阜型インバナトーレ”の模索などの課題を取り上げた。産地のブランド化の重要性は言うま

でもない。しかし時間のかかる極めて困難な道であるzならばそのためにも“日銭”を稼ぐ仕組

みの再構築が必要であることを強調してきた。自由なライフスタイルを志向する日本の若い女性

のニーズを見事に捉え，国際的な反響をよんでいる東京ガールズ・コレクションを構成するブラ

ンドであるリアル・クローズの市場が巨大化している。“今要る服を今つくる”というリアル・ク

ローズの考えは，モノづくりと小売の両面で日本が誇るジャスト・イン・タイム供給の考え方と共

通する．安価な労働力を求めて彷復う“渡り鳥”企業のシステムではこうしたブランド化の両立

は難しいと思われる。産地としての岐阜の再生のヒントもここにあるのではないだろうか。
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